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イチゴ生産者の単収５トン以上の技術確立に向けて 

～ＩＣＴ研究会メンバーで現地勉強会を実施～ 

 

 JA 福岡京築イチゴ部会のＩＣＴ研究会は、12 月 6 日に現地勉強会を開催しました。

当研究会は、環境モニタリング装置の導入による環境制御の実践と、生育に応じた栽培

管理技術の向上を目的として、ＪＡと連携して行っています。 

現地勉強会では、単収５トン以上を収穫するため年内の生育目標を定め、５月の収穫

終了まで安定的に収穫できるように今後の管理について説明しました。 

生産者からは、定植後の活着促進や厳寒期の管理方法など、様々な質問が出されまし

た。さらに、生産者同士がイチゴの生育を見ながら意見交換するなど、生産に対する意

欲が感じられました。 

この研究会は、意欲的な生産者への参加を呼びかけており、今後生産者が増えること

が期待されます。 

普及指導センターは、関係機関と協力しながら研究会の活動を支援していくととも

に、確立した技術を広げていくことで、イチゴ部会の収量向上を支援していきます。 
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